第32回執行管理会議録

と　き：H18.9.26　10：10～13：00

ところ：本部２階会議室

出席者：C.E.O.・阿部C.O.O.・村田I.O.O.

　　　　江刺家I.O.O.・玉田I.O.O.・金子I.O.O.

　　　　佐藤ガバナー・柴山

記　録：上條

議題

＜決裁事項＞

１：FOMAアンテナ建設について

２：PSW下平研修について

３：南寿　グループホーム協議会研修手伝いについて

＜報告事項＞

４：三浦育子の病状について

５：精神障害者ホームヘルパー実習依頼

６：成年後見について

７：介護サービス事業所の調査について

＜審議事項＞

８：地域支援事業について

９：精神医学会について

10：青仁会まつりについて

11：退職願い提出者について

12：9/29講演会資料について

13：交通安全教育の依頼について

14：実務者研修について

15：認知症通所介護の申請

16：パソコン放置の顛末書について

17：栄養士よりの修理伝票について

18：節約委員会より水道光熱費の前年度比較表

19：医療機能評価の事前審査について

20：For秋冬号の企画書について

21：広報委員よりの顛末書について

22：法人内会議の議事について

23：勤務表作成担当について

24：創立記念日の職員の勤務について

＜決裁事項＞

１：FOMAアンテナ建設について

· 9/25FOMAのアンテナを建設したいと不動産の人が見えた。

⇒既決（アンテナを立ててもかまわない）

⇒場所は今後の建設の邪魔にならないようなところへ。

⇒担当は庶務の清水

２：PSW下平研修について

· 病院下平PSWより精神保健福祉法が変わった事の勉強会への参加希望書

⇒既決

３：南寿　グループホーム協議会研修手伝いについて

· 南寿グループホーム協議会の研修へ３名手伝いとして行かせたい。

⇒既決

＜報告事項＞

４：三浦育子の病状について

· 三浦育子が不明熱で休んでいたが、腸結核ではないかとのこと。検査結果は9/28か9/29にでる予定だが、それまでは自宅待機させたほうがいいのではないか。

５：精神障害者ホームヘルパー実習依頼

· 青明舎へ介護労働安定センターより、精神障害者ホームヘルパーの研修受入れ依頼が来ている。

· 清水G.O.M.が依頼のあった日に受入れできない事を伝えている。

⇒清水G.O.M.は報告・連絡・相談をきちんとするように。

⇒事務仕事は事務員へしてもらうように。

⇒決裁権を持っていないという事を明示し、現場決裁は禁止とする。

６：成年後見について

· 成年後見については必要な人が生じた時でいいが、個人後見と法人後見がある。

· 法人後見では利害関係が無いことをはっきりさせる。

· 成年後見人は制限がある。（司法書士か社会福祉士）

· 今年度のNPOの業務として後見制度の整備・手続き・研修をして４月から実施していくように。年度内に整備していく。

７：介護サービス事業所の調査について

· 三八地区介護サービス施設事業所の調査について、提出は10/16まで。

· 南山・居宅の分を提出する。

＜審議事項＞

８：地域支援事業について

· 9/25地域支援事業の説明会へ参加してきた（金子I.O.O.）

· 平成18年10月より新体系へ移行していかないといけないのだが、まだ要綱が市よりきていない。

· 国庫補助が減った。

· うみねこ幸房ではⅠ型Ⅱ型ではなく、人数に対する補助金（22名で390万円）

· 八戸市の補助金であるので、利用者が八戸市以外は対象にならない。

（市では衛星町村に掛け合っていく予定との事）

· 青明舎も市に住所を置く利用者に限られる。

· 後期の補助金は615万円（全体では485万円　25％減）

⇒国庫補助が減り、市では補填する気が無いのか。

⇒わかりやすい資料にして、提出するように。

９：精神医学会について

· 病院より上野・山田を出す予定。

· 南山では行かせる人はいるか。

⇒候補者の履歴を提出するように。

10：青仁会まつりについて

· 二部は改めて企画を提出する。

⇒駐車場については南山の工事車両は入ってくるのか、日清の車両が入ってくるのかを確認するように。

⇒駐車場の確保場所は半径50メートルくらいの間で確保するように。

11：退職願い提出者について

· 壬生、小田より10/31付けで退職願いが出ている。

· 壬生は10/31までセンター配属にする。

· 10/16から原・小笠原をセンター配属とする。

· 清水G.O.M.はジョブと施設長を兼任は一時的であれば大丈夫であることを確認している。

⇒すぐに辞めない職員を研修などへ行かせるように。（きちんと見極めるように）

⇒職員の仕事に対する意識の薄さがある。

· 9/16入職の庭が欠勤をしている。

⇒9/16付けで解雇。

⇒日当を払えるよう準備し、取りにきて貰うように。

· 南山の介護職の職員より退職願いが出ている。

⇒向上する道はあるが、本人の能力と意識の問題で、数年で行き詰まる。

12：9/29講演会資料について

· 谷地A.O.M.は事例をもとにした講演資料を作成。

⇒虐待防止についても内容を入れてほしい。

13：交通安全教育の依頼について

· 9/28午後に担当の大丸さんとアポイントをとった。

· 2日間17：30より講演をして頂けるように、お願いをしてみる。

14：実務者研修について

· 実務者研修へ村山を行かせたい。

⇒村山の履歴を提出するように。

15：認知症通所介護の申請

⇒南山の新たに建てる建物の住所は24-1で出すように。

16：パソコン放置の顛末書について

· パソコンを放置していたことの顛末書を庶務大釜より提出。

⇒再提出（大釜がどう思うのかについて、もう一枚新たに作成し提出するように。）

17：栄養士よりの修理伝票について

· 栄養士より修理伝票が出ている。

· 日清が洗剤を置いていた後ろの壁に穴があいていた。

· 日清へその顛末書の提出を求めている。

⇒定期的にスーパーバイザーに来て貰い、打合せをするように。（現場を入れた会議と現場を入れない会議）

⇒壁の写真をとるように。

⇒庶務では外注ファイルを作り、記録を残すように。

18：節約委員会より水道光熱費の前年度比較表

· 節約委員会より水道光熱費前年度表を提出。

· 掲示する。

· 単価が上昇している。

⇒毎月提出し、ガバナーはファイルしておくように。

⇒委員会と庶務で打合せをしていくように。

⇒使用量を減らすように。

19：医療機能評価の事前審査について

· 事務より事前審査には間に合わないとの申し出があった。

· 事前審査は受けないと連絡をする。

⇒各担当者へ計画書を提出させ、管理するように。（本審査で１回で受かるように）

20：For秋冬号の企画書について

· 広報委員より、For秋冬号の企画書が提出された。

⇒比較しやすい表にして、再提出。

21：広報委員の顛末書について

· 広報委員の仕事遅延についての顛末書の提出。

⇒表として提出するように。

⇒担当人数を増やすのではなく、載せるジャンルを定例で決めておく。

⇒やり方が確立していないから、やり方を決めて仕事をしていくように。

⇒委員会の時間で、新聞に掲載する内容を検討し、担当者は当てはめていくだけにする。

⇒委員会で決定し。担当者が一人で決めていくことのないようにする。

22：法人内会議の議事について

⇒法人内の会議について、前日までに秘書チームは議案をまとめ、出席者へメールするように。

23：勤務表作成担当について

⇒秘書チームで作成をしていく。

⇒次回勤務表からI.O.O.も交ざり、引継ぎを行っていくように。

24：創立記念日の職員の勤務について

· 11/3の勤務ひょうについて、勤務制限のある職員はどうするのか。

⇒今から出勤してもらうように、直接お願いをするように。

⇒今後は日祝を休みにしている職員も11/3は例外とすることを事前に伝えるように。

